
様式第８号（第１１条関係） 

 

松本市地域づくり推進交付金実績報告書 

 

令和 ７年 ３月 ３１日 

 

（あて先）松本市長 

 

（申請者）  芳川地区地域づくり協議会 

 

１ 交付決定額  

 

２ 本年度実績の報告 

 ⑴ 本年度の交付金事業の報告 

① 事業名： 芳川地域づくり協議会事業 

実 施 主 体 芳川地域づくり協議会 

実施日（期間） 令和６年４月１日～令和７年３月３１日 

実 施 場 所 芳川地区 

事 業 概 要 

１ 地域づくり協議会の開催、協議会運営 

  会議資料、開催通知等作成 

  総会 １回、運営委員会 １２回、各部会 １５回 

２ 地域づくり学習会 

  運営委員会で開催趣旨等を検討（テーマ：防災） 

  学習会 ３回 

３ 地域包括ケアシステム構築、社会基盤の整備に向けた検討 

  （地区福祉計画の共有） 

地域づくりの 

成 果 ・ 効 果 

・地域づくり協議会運営委員会では、地区内の各団体を緩やかにつなげ、各部会

を介し、各団体を緩やかにつなげ、課題の集約、解決に向けた検討を行い、事業

実施団体への支援を行った。 

・防災力（自助・共助）の向上を目指した地域づくり学習会の開催。 

・地域福祉計画の内容を共有、進捗状況の確認と情報交換を行った。 

・地域づくり協議会事務局職員の雇用による円滑な協議会運営ができた。 

課 題 

・地域の防災力向上のための取組みの継続 

・地域包括ケアシステムの推進 

・協議会雇用職員の人件費の確保 

決 算 額 
ａ＋ｂ＋ｃ 

財 源 内 訳 

ａ ｂ ｃ 

409,337円 225,200円 141,882円 42,255円 

ａ ： 本年度の交付金額のうち、この事業に充当した額 

ｂ ： 前年度の交付金の繰越額のうち、この事業に充当した額 

ｃ ： この事業に充当したその他の財源の額 

 

 

Ｉ 金    900,000 円 



② 事業名： 芳川地域づくり協議会事業「防災」 

実 施 主 体 芳川地域づくり協議会 

実施日（期間） 
避難所運営訓練：令和６年６月２９日（日） 

防災フェスタ：令和６年９月２０日（日） 

実 施 場 所 芳川小学校体育館、芳川公民館・芳川体育館 

事 業 概 要 

・避難所運営訓練を避難場所である芳川小学校体育館を避難所に見立て、各班

に分かれて訓練を実施。 

・防災意識向上を図るため、災害時に役立つ防災グッズ等の体験ブースを設置。 

・在宅避難に必要な備え等への理解を深める。 

・地区内の団体の横のつながり強化と顔の見える関係を作り、災害に備えた地

域づくりを目指す。 

・「芳川まるっと青空市」を同時開催。 

地域づくりの 

成 果 ・ 効 果 

・段ボールベットの組立て・解体、簡易トイレキッドの使用体験、ハイゼックス

米の炊飯体験、放水体験などを実施し、災害時の備えについて啓発することが

できた。 

・イベントの開催により、地区内住民の顔の見える関係づくりやつながりが生

まれた。 

課 題 
・体験用の備品等を活用した防災訓練やイベントの継続実施 

・防災備蓄品等の適切な管理 

決 算 額 
ａ＋ｂ＋ｃ 

財 源 内 訳 

ａ ｂ ｃ 

250,070円 168,140円 ０円 81,930円 

 

 

③ 事業名： 芳川地域づくり協議会事業「農業体験」 

実 施 主 体 芳川地域づくり協議会 

実施日（期間） 令和６年４月～１１月 

実 施 場 所 芳川地区内 

事 業 概 要 

・耕作者の減少や高齢化が進むなか、農地や農業を守っていくことの大切さに

ついて学ぶ。 

・若い世代が農業体験を契機として就農への興味・関心を促す。 

・転入者等が地域に溶け込める交流の場とする。 

上記目的から「地域農業応援企画」として「農業体験会」を実施（全６回）。 

地域づくりの 

成 果 ・ 効 果 

・若い世代、働き世代の家族での参加が多く、地域の農業従事者と作物の育て方

をはじめとして、住民同士の交流ができた。 

・芳川営農の取組みなどを知ることで、地域の農業への関心を向けるきっかけ

となった。参加者のほぼ全員から次年度も参加したいという声があった。 

・地域づくり協議会を中心として、民間と公民館が協働し、事業実施ができた。 

課 題 

・農業従事者の負担にならないように配慮した事業実施 

・体験だけで終わることがないような取り組み方の工夫 

・協働体制の継続 

決 算 額 
ａ＋ｂ＋ｃ 

財 源 内 訳 

ａ ｂ ｃ 

8,640円 1,440円 ０円 7,200円 

 

 



④ 事業名： 芳川地域づくり協議会事業「健康フェスタ」 

実 施 主 体 芳川地域づくり協議会 

実施日（期間） 健康フェスタ：令和６年１０月２０日（日） 

実 施 場 所 南部屋内運動場 

事 業 概 要 

・健康と福祉の体験ブースを設置するとともに軽スポーツも楽しめるよう会場

を２分し、同時開催する。 

・「芳川まるっと青空市」を同時開催した。 

・南部屋内運動場の前面を活用し、天候に左右されず、何の体験ブースがあるの

か、見渡せる会場配置を行う。 

地域づくりの 

成 果 ・ 効 果 

・健康と福祉に関する体験ブースを設置し、イベントを開催することにより、地

区内住民の顔の見える関係づくりやつながりが生まれた。 

・様々な世代でチームを作り、軽スポーツを楽しむことにより顔の見える関係

づくりにつながる。 

・天候に左右されることなく、開催できた。 

課 題 
・体験やイベントだけで終わることがないような取り組みの工夫 

・各団体の協力体制の継続 

決 算 額 
ａ＋ｂ＋ｃ 

財 源 内 訳 

ａ ｂ ｃ 

58,700円 50,000円 ０円 8,700円 

 

 

⑤ 事業名： 芳川地域づくり協議会事業「こども食堂」 

実 施 主 体 芳川地域づくり協議会 

実施日（期間） 令和６年７月２５日（木）、８月２０日（火）、３月２５日（火） 

実 施 場 所 芳川公民館 

事 業 概 要 

・長期休みの子どもの居場所づくりとして夏休み期間中に２回、春休み期間中

に１回の合計３回開催。 

・学習支援、遊び場、食事の提供を行う。 

地域づくりの 

成 果 ・ 効 果 

・長期休みの子どもの居場所となった。 

・延べ参加者：未就学児２人、小学生７０人、中学生１６人 

・民生・児童委員協議会の方及びOB、食生活改善推進協議会等が主となり実施

し、多世代の交流の場ともなった。 

課 題 
・こども食堂（子ども居場所づくり）の継続実施 

・主体的に取り組む人材（ボランティア団体等）の確保 

決 算 額 
ａ＋ｂ＋ｃ 

財 源 内 訳 

ａ ｂ ｃ 

109,970円 59,970円 ０円 50,000円 

 

⑥ 事業名： 芳川地域づくり協議会事業 

実 施 主 体 芳川地域づくり協議会 

実施日（期間） 令和６年４月１日～令和７年３月３１日 

実 施 場 所 芳川公民館 



事 業 概 要 

・「地域づくりニュース」の発行（全戸配布、１回発行） 

・ＬＩＮＥ「芳川かわら版」各月２回配信（全２４回配信） 

地域づくりの 

成 果 ・ 効 果 

・地域づくり協議会の取組みを地域住民に周知できた。 

・防災やイベント実施に関するお知らせを配信することにより、防災意識の高

揚やイベント周知につながった。 

課 題 
・活動を周知することで地域づくりへの関心が高められる。 

・魅力的な情報発信の継続 

決 算 額 
ａ＋ｂ＋ｃ 

財 源 内 訳 

ａ ｂ ｃ 

106,294円 96,756円 9,538円 ０円 

 

 

決 算 額 ( 計 ) 
（①＋②＋③） 

Ａ＋Ｂ＋Ｃ 
財 源 内 訳 

Ａ Ｂ Ｃ 

  943,011円   601,506円    151,420円    190,085円 

Ａ ： 各事業のａの合計額 

Ｂ ： 各事業のｂの合計額 

Ｃ ： 各事業のｃの合計額 

 

⑵ 本年度の積立実績の報告 

事業名： 芳川地区防災倉庫設置資金積立事業 

積 立 目 的 芳川地区防災備蓄倉庫設置 

積 立 期 間   令和４年度から令和７年度まで （本年度３年目） 

積立ての 
目標金額 

１，０００，０００円 

積 立 実 績 

区分 積 立 額 
積立事業への 
積立金充当額 

差 引 累 計 

前年度 

までの 

積立経過 

１年目 270,000円 0円 270,000円 

２年目 270,000円 0円 540,000円 

３年目 円 円 円 

４年目 円 円 円 

５年目 円 円 円 

本年度の積立実績 
Ｄ 

270,000円 

Ｅ        

  0円 

Ｆ 

810,000円 

合 計 額 810,000円 ０  

本年度積立金を充当して実施した事業の概要 

 実 施 主 体  

 実施日（期間）  

 実 施 場 所  

 事 業 概 要 

 

 

 



 
地域づくりの 

成 果 ・ 効 果 

 

 

 

決 算 額 
Ｅ＋Ｇ 

財 源 内 訳 

 Ｅ Ｇ 

   

充当後の積立事業取扱方針 

 積立継続（  年度まで）・ 廃止 

 
廃止する場合は、積立金残高（Ｆ）の処理方法 

 

Ｅ ： 充当した積立金の額 

Ｇ ： その他の財源の額 

※ 事業が２以上ある場合は、枠を増やして記載すること。 

 

⑶ 本年度の交付金のうち、翌年度に繰り越す金額の報告 

Ｉ－Ａ－Ｄ 金  28,494円 

  [参考]繰越上限額＝Ｉ×２／１０ 

 

 

３ 添付書類 

 ⑴ 事業実施が確認できる資料（チラシ・パンフレット、写真、新聞記事等） 

 ⑵ 積立をおこなった場合は、松本市地域づくり推進交付金積立承認通知書の写し 


